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学校再開について（ご案内）

初夏の候、保護者の皆様におかれましては、ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。
さて、長期にわたった臨時休業を終え、いよいよ学校再開のご案内をさせていただくことになり

ました。引き続き、新型コロナウィルス感染拡大防止の取組を展開しながら、教育目標である『深く
考え よく対話し 主体的に探究し続ける生徒の育成 ～温かい人間関係づくりを基盤にして～ 』
の実現を目指して取り組んでいきます。
下記のように、学校再開に関するご案内をさせていただきます。よろしくお願いいたします。

記
１ 学校再開について
（１）再開日 ６月１日（月）
（２）登校時刻 午前８時１５分

（※健康状態把握のため、生徒玄関開錠を午前７時４５分からとします。）
（３）下校時刻 午後４時３０分頃

（※部活動再開及び７限授業実施時は、下校時刻は遅くなります）
（４）学校給食 ６月１日（月）より実施します。
（５）時間割等 時間割や教材・持ち物等は、各学年だより等でご確認ください。
（６）健康に関するお願い

① 毎朝、登校前に各家庭で検温し、健康観察個人票に記入し持参させてください。
② 検温後、平熱より高い場合、風邪の症状がある場合、体調がよくない場合は、学校を休ま
せてください（無理をさせないで、体調を良好にしてください）。
（※風邪症状・体調不良等で登校できない生徒は、「出席停止」となり、欠席となりません。

なお、翌日に体調が戻ったとしても、かかりつけ医に相談して登校の是非を判断してください。）

③ 登校時に、体温や健康状況を生徒玄関にて調査します。
④ 登校後に、生徒に発熱があった場合・生徒に体調不良が見られた場合には、保護者に連絡
したうえで、すみやかに帰宅させます。
⑤ 清潔なハンカチの持参（複数枚）とマスクの着用をお願いします。

（７）学校再開に関する取組
・ 学校再開ガイドラインを踏まえた御幸中学校の取組を裏面に紹介させていただきます。

２ 部活動の再開について
（１）再開日 ６月第１週の７日（日）までは部活動は休止とし、学校生活に慣れること

を最優先に、段階的な再開を検討しています。再開日については追ってお知
らせいたします。
加賀地区大会や石川県大会の開催可否については未決定です。

３ 授業時数回復の措置や行事等について
（１）授業時数回復について、小松市教育委員会の指導の下、夏休みの短縮を含め検討中です。

① ６月第３週以降、平日の授業時数を増加し、７限授業（４５分）を実施していきます。
② ２学期以降、土曜授業も視野に入れながら時数回復を検討していきます。

（２）行事等の見直し
〇 運動会や文化祭、修学旅行、遠足などの学校行事については、社会の感染状況・社会生活
の状況を鑑みて、実施の有無並びにその内容を検討していきます。

（３）学習評価（通知表等）
① ７月中旬をめどに１学期の期末テストを実施します。

※１学期中間テストは実施しません。
② ８月上旬に個人懇談会を実施し、１学期の学習について通知表を配付し説明します。
③ ２学期からは、通常通りの定期テスト・通知表の配付の予定です。

４ その他
○ これまで同様、御幸中学校ホームページに情報を発信していきます。
〇 緊急な場合は、メール配信にて情報を発信していきます。
○ 何か不安なこと・ご不明なこと等ございましたら、学校の方へご連絡ください。



国の学校再開ガイドラインを踏まえたチェックリストと御幸中学校の取組

チェックリスト 御 幸 中 学 校 の 取 組

① 健康調査 ・生徒及び教職員は登校・出勤前に自宅で検温し、健康観察個人票に記入してくる。

※発熱の場合、微熱でも風邪の症状がある場合は、登校・出勤しない。

・生徒は登校時に生徒玄関で健康観察個人票を提出し、教職員が確認する。

※発熱や体調不良の生徒は、保護者に連絡したうえで、すみやかに帰宅させる。

※風邪症状等で登校できない生徒は、出席停止扱いとなり、欠席とはなりません。

② 手洗い指導 ・正しい手洗いの仕方・咳エチケットについて指導し、手洗い場等にポスターを掲示し、徹底を図る。

咳エチケット指導 ・消毒液を設置し、登校後・トイレ使用後等に手指を消毒するよう生徒に指導する。

③ 環境衛生 ・学校の対応策を学校医や学校薬剤師に確認してもらい、助言を受ける。

・毎日の清掃を通常より丁寧に行うとともに、ドアや窓の取っ手、階段の手すり等、多くの生徒が触

れるところは、１日１回消毒液を用いて消毒する。

④ 健康指導 ・十分な睡眠、適度な運動やバランスの取れた食事を心がけることについて、生徒に指導し、保護者

にもＨＰ・配信メールや文書等で周知する。

⑤ ３密対策 ・授業等では常に「３密」を避けて実施する。机の配置はスクール形式を維持し、極力間隔を空ける。

・廊下側の窓を常時開けておき、休み時間ごとに教室側の窓を開けて換気する。

・当面の間、全校集会は実施しない。学年集会は体育館または多目的室で実施する。

・授業では、当面の間、グループワーク、ペアワーク、その他の至近距離で向き合って発声する活動

を実施しない。

・生徒は、マスク着用に努める。教職員はマスク着用（並びにフェイスシールド）する。

・理科や音楽科、美術科、技術・家庭科等、「生徒同士が近距離で活動する」実験や観察、合唱及びリ

コーダー等の管楽器演奏、共同制作等の表現や鑑賞の活動、調理実習等は行わない。

・体育科の授業では、「生徒が密集する」運動や「近距離で組み合ったり接触したりする」運動は行わ

ない。

⑥ 学習対応策 ・今年度の欠時分の回復ため、授業時数の確保に努める。

・単元全体を見通し、効率的な授業を展開していく。

・効果的な指導方法等を検討し、知識や技能を身につけることを大切にしながら、「主体的・対話的

な深い学び」につながる授業を展開する。

・授業内容と学習課題を連携させ、基礎的な学力の確実な定着を目指して取り組む。

⑦ 部活動 ・部活動は、６月７日まで部活動休止。再開日については、追ってお知らせします。

⑧ 学校給食 ・学校給食は、６月１日より実施。セルフ形式で、会話はしないで食事を楽しむ。

⑨ 心のケア ・学級活動等で、感染者、濃厚接触者等に対する偏見や差別は許されないこと、また、心配や不安が

ある場合には、学級担任や教育相談担当に相談することを指導する。

・スクールカウンセラー等との連携体制を重視し、相談機会の確保に努める。


